第９９回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　平成２６年１１月１４日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　６名
出席者数　　 ５名
欠席者数　   １名　　
出席委員氏名　　　清水　義一
　　　　　　　　　荻生　昌平
　　　　　　　　　保坂典子 
　　　　　　　　　井上　純代　　　　　　　       　　　
　　　　　　　　　　         木村 友一
　　　　　 　　

放送事業者出席者　佐藤　恭平、　市川　隆義

４．議　　題
平成２６年１０月２３日（土）　１４：００～１４：３０（放送）
　　　　　
番組名　特番「未来へのたすき」
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中ご出席賜り、誠にありがとうございます。本日は第９９回エフエムぬまづ番組審議会になります。本日は千野　慎一郎先生１名が欠席です。お聴きいただく番組は10月23日に放送した特番「未来へのたすき」です。この番組は、中越地震から１０年、本年10月12日に新潟県上越市で開催したシンポジュウムの模様を30分にまとめたものです。パネラーとして実際に経験した新潟と東北のコミュニティー局のパーソナリティーや局の人間が何をし、何ができなかったか、今後起こり得る災害への対応を検証しております。本日は委員５名出席で過半数を満たしておりますので番組審議会は成立しております。

ご審議の程宜しくお願いいたします。　それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
　　（会社側：佐藤）　それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　それでは木村さんからお願いします。

（木村委員）　　　自然災害に対して意識を高めることや、人はまさか自分のとこが災害に遭うとは思っておらず、また時が経つと忘れてしまうのでこのような番組は有効と思います。テレビなどで情報は目に入ってきていたが改めてラジオの役割がよくわかりました。
　　　　　　　　　また、シンポジュウムの内容であったため、専門的な用語がでて少しわかりづらかった点もありました。

（保坂委員）　　　沼津も地震が来ると言われている地区なので、実際に起こった地区の方の方がシンポジュウムを行い、その放送を聴けるのは大変参考になりいいと思いました。また、災害時にラジオが大変役に立つのがよくわかりました。
　　　　　　　　　震災に合わなかった各局の方々も被災地の局の方が何をやってきたかを聴くと大変参考になると思いました。
　　　　　　　　　また、ラジオ局の人々も自分も被災者なのに何日も放送するのは大変だと思いました。
（井上委員）　　　やはり経験者の方の話はその様な事が必要だったのかとよくわかりました。
　　　　　　　　　テレビでは中央のことや津波などの映像は良く見ましたが、実際に被災された方々の求めている情報は違うものだとわかりました。その様な情報を補うのがFM局だということが良くわかりました。
　　　　　　　　　また、炊き出しなどの細かな情報や、同じ情報を繰り返すことの重要さも良くわかりました。

（荻生委員）　　　これはFMを聴いている方でなく、やっている方のための内容だと思う。非常に放送に関わっている方にはどの様にするのか非常に参考になります。FMの役回り、臨時災害放送局の設立など詳しく説明しており、理解できました。　
　　　　　　　　　電気が止まると特に高年齢者は情報を取るのはラジオが中心になると思われます。FM同士の連携の話がでていましたが、沼津だけでなく色々な連携が重要と思います。また、今何時とか目の前の情報も大事と思いました。
　　　　　　　　　放送はすぐに消えてしまうので、放送局の社員の実際の動き、手順をマニュアル化したほうがいいと思います。

（清水委員長）　　私は普段気が付かない点もあるので体験を語り合うのは非常に有益であると思う。これは一回でなく定期的に行うべきである。アナウンサー、社員等も変わっていくので重ねていくのが重要です。FMは目の前の情報が取れる。その役割が非常に身近で役割の大きさが実感いたしました。
（会社側：佐藤）　私もこの放送をCDにしてインターンシップ、役員会など色々なところで聴いていただいています。コミュニティー放送の役割などがよくわかります。我々にもバイブルだと思います。我々は報道する社員がいませんから、国交省や市役所などからの情報が大事です。
(清水委員長)　リスナーからの情報とか要望などをFM局を媒体にして、リスナーから情報を得ることも非常に大事になります。
　　　　　　　今回の放送はFM局にとっても非常に参考になると思いました。　　

　　　　　　　　本日はこれで終わります。次回は１月１６日金曜日でお願いいたします。
　　　　　　　　

　　　　　　　
(会社側：佐藤) 　本日は大変ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする　検討材料としました。

　　また、社員にも特番を聴いてもらい今後の活動に生かしたいと思います。　

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２７年1月１６日（金）午後６時より行う予定です。
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